様式第1号（第4条関係）

　　　令和　　年　　月　　日

芦北町長　竹﨑一成　様

郵便番号　　　　　　　

（申請者）
住所　芦北町大字　　　　　　　　　　　　　　　　


（ﾌﾘｶﾞﾅ）

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

電話　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
浄化槽設置整備事業補助金交付申請書
	住宅等所有者
	1　本人
	2　共有（　　　　　人）
	3　その他（　　　　　）

	浄化槽設置場所
	芦北町大字
	行政区（　　　　　　　）

	補助金算出基礎
	人槽設置
	（補助対象人槽　　　　　人槽該当）

	
	
	※小規模店舗付住宅の場合は住宅部分の人槽記入

	補助金申請額
	金　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	事業着工
予定年月日
	　　令和　　　　年　　　　　月　　　　　日

	事業完了
予定年月日
	　　令和　　　　年　　　　　月　　　　　日

	添付書類
	1浄化槽設置届出書設置者控の写し及びその添付書類一式

(1) 付近の見取図（方位、道路及び目標となる地物を明示すること。）

(2) 配置計画図（敷地及び周辺状況並びに建築物並びに浄化槽の位置、排水系統を明示した平面図）

(3) 建築物の各階平面図
(4) 人槽算定計算書
(5) 浄化槽の構造及び設備を明らかにする図面（立面図、構造図、設計計算書、仕様書並びに処理工程図）
2浄化槽設置工事見積明細書

（排水設備工事含む。補助対象費用と補助対象外費用を明確に区分し記載してあるもの。）

3その他、町長が必要と認める書類
(1) 建築確認書の写し（建築確認区域内の新築住宅の場合のみ。）

(2) 保証登録証（市町村用）

(3) 登録浄化槽管理票（Ｃ票）及びその写し

(4) 登録証

(5) 浄化槽設備士免状の写し

(6) 施工業者誓約書

(7) 支柱工事不要理由書（支柱工事を施工しない場合のみ。）

(8) 構造耐力評定書の写し（支柱工事を施工しない場合であって構造耐力上支障ないものと評定された浄化槽を設置する場合のみ。）

(9) 委任状

(10) 特別調書　（11）芦北町税務課発行の納税証明書（未納がない証明・世帯全員分）

	施工予定業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号


　令和　　年度において浄化槽を設置したいので、芦北町浄化槽設置整備事業補助金交付要綱第4条の規定により、下記のとおり補助金の交付を申請します。
　　　※　芦北町木造住宅建築支援事業補助の有無　（有・無）
誓約書
芦北町長　竹﨑一成　様
1　工事名
　　　　　　　　　　　　　　　宅（申請者名）
浄化槽設置工事

2　工事場所
芦北町大字　　　　　　　　　　　　　　

上記工事については、芦北町浄化槽設置整備事業補助金交付要綱及び公益社団法人熊本県浄化槽協会発行の「浄化槽運用指針」並びに芦北町の施工基準、指導等を遵守し、補助事業の適正な施工を行うことを誓約します。

なお、不適正な施工等により問題が発生した場合は、迅速に対応することを併せて誓約します。
令和　　年　　月　　日


施工業者
所在地
商号・名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
浄化槽設備士　　　　　　　　　　　　　　　 印
支柱工事不要の理由書
芦北町長　竹﨑一成　様

1　工事名
　　　　　　　　　　　　　　　宅（申請者名）
浄化槽設置工事

2　工事場所
芦北町大字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
下記理由のため、支柱工事は不要です。

	理　由
	1 構造耐力適格品使用のため。（評定書の写し添付）
メーカー名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	2　その他の理由

	略図等
	（周辺図・平面図又は側面図等）





施工業者
所在地
商号・名称
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
委任状
芦北町長　竹﨑一成　様

住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
私は下記の者を代理人と定め、平成　　年度芦北町浄化槽設置整備事業に関する一切の権限を委任します。

令和　　年　　月　　日
受任者
住　所

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
芦北町浄化槽設置整備事業補助金交付申請特別調書

	浄化槽設置届
	地域振興局受付番号
	
	受付年月日
	令和　　　年　　　月　　　日

	
	芦北町受付番号
	
	受付年月日
	令和　　　年　　　月　　　日

	
	法定検査依頼受付年月日（熊本県浄化槽協会）
	令和　　　年　　　月　　　日

	人槽算定
	住居部分算定面積　
	
	㎡
	
	人槽

	
	店舗等部分算定面積
	
	㎡
	
	人槽

	
	面積算定合計
	
	㎡
	
	人槽

	使用予定人員
	
	人
	放流先

（○印のこと）
	①側溝　②河川　③湖沼　④海域　⑤その他

	建築物の用途

（○印のこと）
	①個人住宅
	原則として農業集落排水処理区域以外の住宅で、申請人が現に居住し、又は浄化槽完成後すみやかに居住することが見込まれ、台所、風呂、便所が備わっている一般住宅。町外申請者は、浄化槽完成後転入（住民票異動）し居住することが必要です。※別荘、浄化槽付建売住宅は不可

	
	②店舗併用住宅
	店舗部分、住居部分の人槽算定合計の10人槽までが採択可能です。補助金は、住居部分算定人槽に対して交付します。

	
	③その他の建築物
	10人槽の基準額までを補助します。

	建築物の区分

（○印のこと）
	①新築
	②増改築
	③既存住宅
	※③既存住宅とは、浄化槽関連工事のみ施工する住宅をいいます。

	現在の

処理方法

（○印のこと）
	①汲取式（一般便槽）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                
	②汲取式（簡易水洗）
	③単独浄化槽

	※役場記入欄
	単独浄化槽の処分
	①撤去
同じ場所に浄化槽設置
	②撤去
別の場所に浄化槽設置
	③埋設

	身体障害者等の有無

（○印のこと）
	①有
	②無
	
	

	
	①有に○の場合右欄記入
	③身体障害者
	等級
	氏名
	年齢

	
	
	
	
	
	

	
	
	④知的障害者
	等級
	
	

	
	
	⑤要介護認定者
	等級
	
	

	※本欄に記入の場合は審査のうえ優先採択される可能性があります。
	
	
	
	
	

	
	
	⑥同居している。
	⑦同居していない。

	
	⑥生活に不自由な状況等（簡潔に記入）

	
	⑧身体障害者手帳等確認できる公的書類の写しを添付してください。


